
若
王
十
の
新
島
先
生
の
墓
の
そ
ぱ
に
、
松
山
喜

翁
の
柴
あ
る
。
同
志
社
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
松

山
も
ま
た
同
志
の
一
人
と
し
て
、
同
志
社
設
立
の
以

前
か
ら
、
新
島
先
生
の
相
談
役
と
し
て
力
に
な
っ
た

人
で
あ
る
。

新
島
先
生
が
一
八
四
三
年
生
れ
で
一
八
九
0
年
没

で
あ
り
、
松
山
氏
が
一
八
四
六
年
か
ら
一
九
三
五
年

の
生
涯
を
送
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
新
島
先
生
と
は

三
つ
年
少
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
教
界
の
長
老
佐

々
木
二
郎
主
教
の
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
ょ
れ
ぱ
「
新

島
襄
先
生
を
『
新
島
君
』
と
呼
ん
で
し
九
し
く
話
を

吉

ル
ノ
初
ナ
リ
其
帰
朝
二
際
シ
ウ
ェ
ル
モ
ン
ト
州
大

会
ノ
寄
付
ゾ
伺
志
社
ノ
基
礎
ナ
リ
シ
」

と
見
え
て
い
る
。
そ
の
後
脚
者
の
間
に
親
交
が
続

ミ
殊
に
明
治
十
人
絵
山
氏
は
同
喜
社
員
(
郵

事
)
に
推
さ
れ
、
新
島
先
生
の
陰
の
力
と
な
っ
九
。

明
治
二
十
二
年
一
月
二
十
七
日
先
生
の
非
儀
に
あ
た

つ
て
は
、
松
山
氏
が
そ
の
司
会
を
つ
と
め
て
い
る
。

松
山
高
吉
が
生
れ
た
の
は
一
八
四
六
年
(
弘
化
三

年
)
へ
ル
リ
来
航
の
七
年
前
で
、
そ
の
出
身
地
は
越

後
の
糸
魚
川
で
あ
り
、
伺
志
社
に
貰
献
し
た
初
期
の

多
く
の
人
が
肥
岱
身
で
あ
る
中
で
、
越
後
の
人
が

見
え
る
の
は
巻
で
あ
る
。

松
山
象
は
元
本
姓
島
氏
で
あ
っ
た
。
一
称
に
は

関
氏
と
も
い
っ
九
。
松
山
高
吉
が
受
洗
前
に
用
い
た

名
は
関
貫
三
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
関
と
い
う
の
は
古

く
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

代
々
町
年
寄
を
つ
と
め
、
問
地
も
財
も
こ
の
地
の

雄
と
し
て
聞
え
た
が
、
特
に
一
岡
に
文
に
秀
れ
九
も

の
少
な
か
ら
ず
、
郷
士
の
諸
政
改
革
に
参
与
ず
る
も

の
も
あ
り
、
更
に
勤
王
の
志
を
懐
い
て
京
に
入
り
、

池
内
陶
所
・
頼
二
樹
等
に
従
遊
す
る
も
の
も
出
た
。

こ
れ
ら
の
背
景
を
に
な
っ
て
、
高
吉
良
身
も
幼
少

の
頃
よ
り
漢
学
と
と
も
に
国
学
を
学
び
、
父
が
国
風

を
好
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
高
吉
も
和
歌
を
詠
み
、
や
や

し
た
人
は
、
蓋
し
、
松
山
翁
だ
け
で
あ
ろ
う
。
京
都

同
志
社
を
設
立
す
る
に
つ
い
て
幾
度
と
な
く
語
り
あ

砥
は
夜
を
徹
し
て
論
じ
あ
っ
九
。
国
家
を
愛

)
、
しし
、
日
本
将
来
の
教
育
を
思
う
、
二
人
の
心
と
心
は

か
九
く
結
ば
れ
た
と
往
時
を
翁
は
語
っ
た
」
と
あ

る
。
松
山
氏
が
は
じ
め
て
新
島
先
生
に
出
会
っ
た
の

は
、
先
生
が
禁
に
帰
着
さ
れ
九
と
き
で
あ
り
、
松

山
氏
の
『
旅
日
記
』
に
は

「
而
シ
テ
同
年
(
明
治
七
年
)
十
二
月
怜
朝
セ
ラ

ル
其
初
テ
隈
二
着
セ
ラ
ル
、
ヤ
グ
リ
ン
氏
ノ
宅

三
ブ
相
遇
ヒ
共
二
午
餐
ヲ
喫
ス
疋
余
ガ
襄
氏
ヲ
知

同

溝 口

^
'C、、

松山高

社人物誌(23)
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長
ず
る
に
及
ん
で
真
淵
や
盲
長
ら
の
箸
に
親
し
ん

だ
。
同
志
社
の
初
代
の
先
ホ
の
多
く
は
熊
本
の
藩
学
の

素
地
も
あ
り
、
漢
学
が
バ
ッ
ク
ポ
ー
ン
と
な
っ
て
い

九
と
す
れ
ば
、
松
山
は
.
兀
来
圈
学
を
身
上
と
し
た
の

で
あ
り
、
そ
の
粘
神
に
お
い
て
も
前
旨
が
儒
教
を
基

盤
と
し
た
の
に
対
し
て
、
後
才
は
杣
週
を
踏
ま
え
九

の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
岡
じ
同
志
社
の
関
係
者
の

小
で
も
特
色
あ
る
類
測
の
卜
地
が
備
わ
っ
た
わ
け
で

註

あ
る
。
松
山
の
修
業
は
ま
ず
平
山
の
門
に
お
い
て
行

力
わ
十
わ

な
わ
れ
、
篇
の
十
鉄
胤
に
帥
出
し
て
卜
Π
進
を
研
究

し
、
更
に
一
十
一
戚
の
と
き
郷
関
を
出
'
王
艇
夷

の
た
め
甕
し
明
治
 
1
都
に
ヒ
リ
、
内
Π
家

学
館
に
あ
っ
て
国
史
な
ら
び
に
従
令
格
代
等
を
攻
究

し
ま
た
刈
"
倒
劇
に
つ
い
て
絲
学
を
修
め
た
。

同
筆
一
刀
"
川
下
代
麻
と
と
も
に
水
都
婁
っ
て

束
京
に
村
き
、
内
川
資
釧
神
祗
大
副
の
邸
に
寓
し
、

明
治
四
仟
黒
川
鞍
の
象
に
刷
居
し
、
も
っ
ぱ
ら
国

学
を
学
び
、
か
九
わ
ら
伊
能
器
に
よ
っ
て
和
券

史
伝
を
研
究
し
六
の
で
あ
る
。
ま
た
小
中
村
清
税

権
田
偵
助
ら
と
交
わ
り
を
深
く
し
九
と
い
う
。
松
山

力
n
ゴ
し
た
散
鉄
胤
や
権
1
助
ら
は
明
治
政
府

の
神
祗
官
忠
附
に
あ
た
り
、
招
か
れ
て
神
道
国
教

政
策
の
採
用
に
活
躍
し
九
も
の
で
あ
る
。
松
山
の
一

生
を
通
じ
て
そ
影
等
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
に
お
い

か
丸

て
、
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
想
像
に
難
く
な
い
。

*

刷
志
社
の
関
係
者
と
し
て
の
松
山
を
、
明
治
文
化

と
い
う
見
地
か
ら
考
え
る
と
彼
の
頁
献
は
何
よ
り
も

雫
書
の
棚
訳
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
彼

の
圈
語
の
才
能
が
m
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
こ
の
賜
物
が
用
い
ら
れ
る
に
金
る
ま

で
の
経
過
に
は
兪
し
き
見
え
ざ
る
手
の
働
き
が
あ
っ

九
。
と
い
う
の
は
、
松
山
稾
[
の
人
仁
が
ミ
イ
ラ
取

り
の
場
介
に
似
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼

が
グ
リ
ー
ン
に
近
づ
い
九
動
機
は
、
キ
リ
ス
ト
教
巻

邪
教
と
考
え
、
こ
れ
を
探
る
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
こ

に
も
彼
の
徹
底
的
に
も
の
を
探
る
徐
が
呪
わ
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
後
年
彼
の
著
わ
し
た
京
都
ー
、
 
S

と
い
う
二
巻
も
の
の
冉
物
が
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど

も
、
篇
巾
の
名
勝
旧
跡
を
く
ま
な
く
湘
べ
て
余
す

と
こ
ろ
な
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
九
日
肥
類
の

中
に
も
健
康
法
や
薬
飾
の
こ
と
奪
い
て
あ
る
が
そ

の
研
究
に
は
根
気
の
よ
さ
が
不
さ
れ
て
い
る
。
被
の

キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
関
心
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、

開
く
と
こ
ろ
編
足
せ
ず
、
Π
ら
外
人
片
毅
師
の
懐

深
く
と
び
込
ん
で
、
こ
れ
を
検
証
し
な
け
れ
ば
や
ま

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
グ
リ
ー
ン
の
門
を
た
九
い

た
の
が
朋
治
五
年
二
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ
り
そ
れ

よ
り
彼
は
グ
リ
ー
ン
の
日
本
語
の
教
肺
と
し
て
、
自

ら
は
宗
馨
や
叟
の
キ
リ
ス
ト
教
文
轡
に
ょ
り

キ
リ
ス
ト
教
の
研
究
に
没
頭
し
た
。
グ
リ
ー
ン
は
松

山
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
剛
の
速
か
な
る
に
一

驚
し
て
い
る
。
一
暑
の
怠
女
初
子
女
史
の
語
る
と
こ

ろ
に
ょ
れ
ぱ
、
彼
が
グ
リ
ー
ン
を
訪
れ
九
と
き
の
心

巾
九
る
や
実
に
悲
壮
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
聖
"
の

「
汝
の
父
厩
を
敬
へ
」
(
申
需
五
ノ
さ
と
い
う
教

え
と
、
十
字
架
上
の
イ
エ
ス
が
学
り
ヤ
の
こ
と
を

畑
f
た
ち
に
托
さ
れ
た
こ
と
に
い
た
く
感
銘
し
、
キ

リ
ス
ト
に
心
ひ
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
の

教
と
と
も
に
占
礼
ら
れ
る
の
は
、
グ
リ
ー
ン
と
い
う

優
れ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ハ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
で
あ

り
、
殊
に
そ
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
気
質
に
松
山
の
礼
儀

正
し
い
占
式
な
粘
神
が
器
心
を
党
え
た
の
で
あ
ろ

う
。
グ
リ
ー
ン
の
も
と
に
二
人
の
優
れ
た
刈
下
が
呪

わ
れ
た
。
松
山
と
沢
山
馬
之
張
そ
れ
で
あ
る
。
沢

山
は
明
治
器
渡
米
留
学
し
、
受
洗
し
て
保
羅
と
名

乗
っ
た
が
、
入
偏
の
事
情
か
ら
い
え
ぱ
松
山
の
方
が

よ
り
一
屑
パ
ウ
ロ
的
で
あ
っ
た
と
考
え
得
る
。

か
く
て
明
治
七
年
四
月
十
九
日
松
山
は
グ
リ
ー
ン

か
ら
洗
礼
を
受
け
九
。
そ
の
日
洗
礼
を
受
け
た
も
の

は
十
一
名
で
、
こ
の
と
き
は
じ
め
て
教
会
を
組
織
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し
、
摂
津
第
一
基
督
公
会
と
称
し
た
。

*

こ
れ
よ
り
先
き
明
治
系
九
月
二
十
Π
日
本
帝

の
治
ミ
ッ
シ
,
ン
合
同
の
い
わ
ゆ
る
第
一
鼎
.
教
師

会
議
が
横
浜
の
へ
ボ
ン
会
1
打
な
わ
れ
、
こ
の
会

'
に
お
い
て
新
約
聖
冉
の
闘
醍
の
嘔
業
が
詰

さ
れ
、
そ
の
蚕
員
と
し
て
は
ブ
ラ
ウ
ン
、
ヘ
ボ
ン
、

グ
リ
ー
ン
の
一
:
名
お
よ
び
恊
力
省
と
し
て
、
奥
野
昌

綱
と
松
山
"
の
二
名
が
加
わ
り
、
の
ち
史
編
橋

五
則
か
こ
れ
に
飢
わ
り
、
助
力
し
た

悦
の
ル
法
と
し
て
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
欽
定
熊

本
を
参
だ
し
、
ギ
リ
シ
ャ
.
呆
文
を
底
<
と
し
た

が
、
斉
教
陶
た
ち
は
U
木
僑
に
塾
血
せ
す
ま
た
ψ
コ

時
Π
本
人
に
は
ギ
リ
シ
ャ
京
語
を
解
す
る
も
の
が
い

な
か
っ
た
の
で
、
竹
教
師
が
不
完
全
な
Π
木
語
で
原

文
を
口
訳
す
る
の
を
、
 
U
七
人
仙
が
漢
訳
の
旧
新
約

釦
書
や
、
多
分
そ
れ
以
前
に
存
し
た
和
訳
聖
冉
等
を

矣
照
し
て
翻
訳
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
文

に
粘
通
し
た
も
の
が
要
求
さ
れ
て
、
奥
野
や
松
山
ら

が
ま
ず
助
力
者
と
し
て
送
ぱ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

棚
獣
業
で
松
山
ら
邦
人
仙
の
苦
心
し
た
と
こ
ろ

は
、
そ
の
用
い
た
日
本
語
に
お
い
て
一
般
性
を
も
ち

な
が
ら
し
か
も
荘
重
さ
を
も
つ
訳
文
体
を
生
み
出
す

こ
と
で
あ
っ
九
。
松
山
の
一
艮
を
も
っ
て
す
れ
ぱ
、

「
鐙
に
し
て
卑
俗
な
ら
ず
、
且
荘
厳
を
も
失
は
ざ

ら
ん
文
体
を
こ
そ
作
ら
め
と
夙
よ
り
倫
へ
せ
り
」

と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
五
年
六
力
月
の
後
、

明
治
ト
ニ
年
十
一
月
三
旧
邦
語
新
約
聖
召
の
和
訳
が

充
成
し
九
。

松
山
は
明
治
十
三
年
四
」
神
戸
公
会
か
ら
招
か
れ

て
六
月
四
日
同
公
会
に
お
い
て
、
デ
ヴ
ィ
ス
・
新
島

喪
ら
か
ら
按
手
礼
を
受
け
て
牧
帥
に
就
任
し
た
。

創

立
以
来
グ
リ
ー
ン
、
デ
ヴ
ィ
ス
、
ア
ッ
キ
ン
ソ
ン
の

三
宣
教
帥
は
い
ず
れ
も
仮
牧
帥
で
あ
っ
た
の
で
、
松

山
が
初
代
牧
肺
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
明
治
十
七
年
柏
村
・
井
深
と
と
も
に
旧

約
聖
書
の
日
木
側
翔
訳
委
員
に
逃
ば
れ
、
神
リ
公
会

を
畔
し
て
東
京
に
移
り
、
ヘ
ボ
ン
、
フ
ァ
イ
ソ
ン
、

フ
ル
ベ
ッ
キ
ら
の
外
器
製
蚕
貝
と
と
も
に
翻
訳

堂
に
従
*
し
、
伺
二
十
年
十
月
ボ
に
完
r
し
た
。

な
お
神
P
公
会
は
最
初
の
摂
津
第
一
基
督
公
会
の
称

を
卜
九
乍
十
一
月
神
同
基
督
教
会
と
改
め
九
。

松
山
は
明
治
一
十
年
初
め
京
都
の
西
京
蛸
三
基
督

教
会
(
平
安
教
色
 
1
咽
治
九
年
役
立
1
よ
り
招
か

れ
て
い
た
が
、
七
月
こ
れ
を
受
諾
し
、
同
年
夏
詩
篇

の
校
正
を
完
了
し
て
、
十
二
月
二
日
伺
教
会
の
牧
師

に
此
任
し
九
。
こ
れ
よ
り
先
き
、
明
治
十
九
年
、
一

致
・
組
合
両
教
脈
の
共
通
讃
美
歌
の
編
集
委
員
が
つ

く
ら
れ
た
時
、
こ
の
委
員
に
選
ぱ
れ
て
そ
の
仕
玉
に

取
り
か
か
っ
て
い
た
が
、
二
十
年
十
一
月
以
後
大
阪

に
と
ど
ま
っ
て
こ
れ
に
従
張
し
、
こ
れ
は
剛
治
二
十

一
年
「
郡
識
美
歌
」
と
し
て
鶚
し
九
。
そ
の

間
、
毎
週
士
曜
日
か
ら
月
曜
に
か
け
て
京
都
に
行
っ

て
説
教
を
し
て
い
九
が
、
ニ
ト
ニ
年
二
月
に
は
京
都

に
候
宅
し
た
。

明
治
二
十
二
年
六
月
同
、
証
謡
員
会
常
越
議
長

と
な
り
、
ま
た
平
安
教
会
牧
師
の
か
た
わ
ら
、
伺
志

社
で
倫
理
学
を
担
当
し
た

明
治
ニ
ト
三
年
四
剣
日
本
釦
合
教
会
伝
道
会
社
の

組
織
が
改
め
ら
れ
、
新
九
に
社
長
が
お
か
れ
た
と

き
、
松
山
は
こ
れ
に
巡
し
、
細
織
の
基
礎
な
る
一

ま
で
の
約
束
で
礼
長
の
任
を
引
受
け
、
こ
れ
が
達
せ

ら
れ
た
の
で
数
力
月
後
十
三
年
九
月
こ
れ
を
詐

し
、
平
安
教
会
の
肪
に
よ
り
仮
牧
肺
と
な
っ
た
。

*

明
治
卜
四
年
九
月
に
は
平
安
教
会
を
辞
し
、
同

倉
の
教
台
*
榮
に
当
る
こ
と
と
な
り
、
神
学
校
で

神
道
お
よ
び
口
本
宗
教
史
、
政
法
学
校
に
日
本
政
治

史
、
姦
学
校
に
国
史
国
文
、
女
学
校
に
日
本
文
学

史
物
拓
鎚
理
科
学
校
に
τ
芸
史
を
教
授
し
た
。
ニ

十
五
年
四
月
黒
社
資
零
理
委
員
に
就
任
、
二
十

九
年
六
月
同
志
社
教
職
を
辞
し
て
平
安
女
学
院
に
聰
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せ
ら
れ
、
同
学
院
の
普
通
部
高
等
部
で
倫
理
、
国
史

を
教
授
し
、
同
時
に
聖
公
会
に
転
じ
た
。
同
年
聖
公

会
の
識
美
歌
委
員
に
選
ぱ
れ
、
三
十
四
年
八
月
古
今

聖
肇
を
完
成
し
た
。
明
治
三
十
二
年
五
月
よ
り
再

び
同
志
社
の
教
職
に
つ
き
、
普
通
学
部
、
高
等
学
部

の
倫
理
お
よ
び
国
文
を
教
授
し
て
三
十
九
年
四
月
に

至
っ
た
。

明
治
二
十
三
年
四
月
恩
社
理
事
に
就
任
、
同
年

秋
連
ム
,
讃
美
歌
編
架
委
員
に
選
ぱ
れ
、
そ
の
努
力
の

結
果
、
三
十
六
年
十
一
月
に
冬
派
共
通
の
『
さ
ん
び

か
と
し
て
完
成
出
版
さ
れ
た
。
明
治
二
十
九
年
十

一
月
よ
り
十
二
月
ま
で
同
志
社
社
長
代
理
を
勤
め

た
。
明
治
四
十
三
年
四
月
新
約
全
書
改
訳
委
員
に
挙

げ
ら
れ
、
三
度
聖
谷
の
翻
器
業
に
従
胴
し
、
こ
れ

は
大
正
六
年
二
月
完
了
し
た
。
大
正
八
年
三
月
英
圈

聖
書
会
社
名
誉
委
員
に
推
馨
ら
れ
、
昭
和
二
年
十

二
月
米
国
聖
誓
会
社
終
生
名
誉
会
員
に
推
馨
ら
れ

た
。
昭
和
四
年
六
月
夫
人
を
失
い
、
そ
の
頃
よ
り
健

康
が
妾
た
が
、
よ
く
長
万
を
呆
ち
、
昭
和
十
年
一

月
四
日
九
張
で
昇
天
し
た
。

さ
て
、
松
山
毫
出
と
同
志
社
と
の
正
式
の
つ
な
が

り
は
、
前
に
一
言
し
た
よ
う
に
、
彼
が
十
六
年
二
月

社
員
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
社
員
承
諾

に
つ
い
て
彼
は
左
の
条
件
を
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

一
思
社
登
ノ
目
的
主
義
精
神
二
遵
依
シ
増

々
と
ヲ
酸
固
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
方
針
ヲ
取
ル
コ
ト

一
創
立
者
卜
協
カ
シ
テ
同
志
社
ヲ
助
ケ
ラ
レ
タ

ル
外
客
ヲ
厚
ク
礼
遇
シ
不
情
ノ
措
置
ア
ル
可
ラ

ザ
ル
コ
ト

一
同
志
社
各
学
校
寄
付
者
ノ
志
望
二
違
反
セ
ズ

必
ズ
其
素
占
ヲ
全
ウ
ス
ル
コ
ト

一
同
志
社
ノ
信
仰
徳
義
ヨ
リ
成
立
シ
タ
ル
コ
ト

ヲ
忘
レ
法
律
ヲ
楯
ト
シ
テ
論
ヲ
立
テ
事
ヲ
行
フ

可
ラ
ザ
ル
コ
ト

こ
の
精
神
は
当
時
の
同
志
社
の
運
営
上
最
も
必
要

な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
時
局
が
困

難
と
な
る
に
つ
れ
て
、
徴
兵
猶
予
の
特
典
申
糟
就

き
、
明
治
三
十
一
年
二
月
の
同
志
社
通
則
』
中

「
綱
領
」
に
関
す
る
基
督
教
教
育
に
か
か
わ
る
不
易

の
条
項
を
削
除
す
る
と
こ
る
ま
で
立
ち
至
っ
た
。
こ

の
器
変
更
に
対
し
て
、
校
友
・
有
志
間
に
大
反
対

が
起
り
、
横
井
社
長
以
下
社
員
十
二
名
の
総
辞
職
と

注
一

な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
ど
と
く
で
あ
る
。
こ
の
問
題

讐
教
師
団
と
同
豆
当
局
お
よ
び
政
府
当
局
等
の

間
の
政
藹
な
ら
び
に
法
律
上
の
問
題
に
ま
で
発
展

し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
三
十
二
年
二
月
十
八

注
四

日
の
姪
員
の
会
談
に
お
い
て
、
綱
領
中
の
重
要
条

項
は
俊
盾
と
決
り
、
呪
在
ま
で
そ
の
教
育
方
針
は
生

か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
松
山
は
あ
く
ま
で
同
志

社
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
擁
護
の
た
め
尽
し
た
の
で

あ
っ
て
、
条
項
復
活
が
議
せ
ら
れ
た
二
月
十
八
日
の

会
畿
に
お
い
て
は
議
長
を
つ
と
め
九
の
で
あ
る
。
高

吉
の
旅
日
記
』
に
、

「
十
八
日
午
前
九
時
ヨ
リ
東
京
神
田
美
土
代
町
二

社
員
会
ヲ
開
キ
余
議
長
二
推
サ
レ
廿
三
日
議
事
了

芭
朝
九
段
下
ノ
鈴
木
真
三
到
リ
社
員
及
ビ
デ

ビ
ス
内
外
人
ノ
罵
ヲ
ナ
ス
夫
ヨ
リ
グ
リ
ー
ン
氏

宅
二
到
晩
俊
ヲ
喫
シ
後
チ
感
謝
会
ヲ
ナ
ス
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

松
山
一
轡
が
終
始
変
る
こ
と
な
き
誠
一
草
も
っ
て

陰
に
陽
極
教
師
と
同
志
社
と
の
間
の
樮
と
な
っ
て

難
局
打
開
に
つ
と
め
、
同
涯
の
キ
リ
ス
ト
教
精
神

の
発
揚
に
つ
く
し
た
こ
と
を
艮
く
記
憶
し
た
い
。

(
昭
4
大
神
卒
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
)

注
一
溝
口
靖
夫
網
筈
『
松
山
高
吉
」
(
近
刊
)
序
交
。

注
二
溝
口
靖
夫
「
松
山
肱
吉
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
神

道
思
想
と
の
接
触
」
(
N
C
C
宗
教
研
究
所
「
出
会

い
」
一
巻
二
号
、
一
九
六
六
三
N
)

注
三
「
同
志
社
九
十
年
小
史
」
七
七
1
八
三
ペ
ー
ジ
。

「
同
志
社
五
十
年
史
』
一
一
一
 
1
 
二
三
ペ
ー
ジ
。

注
四
『
同
志
社
九
十
年
小
奥
」
八
九
ペ
ー
ジ
。
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